
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
歩行型トラクタの伝動ケース下端部から左右両側に水平に突出する伝動軸に対し、畦側の
回転駆動軸の軸径を細くしてその外周に、土畦の畦際、土畦の一部及び畦際、あるいはコ
ンクリート畦の畦際の土壌を耕耘して軸方向に送り出し、溝を形成して所定高さに盛り上
げる耕耘送り出しローターと、畦と反対側の回転駆動軸の軸径を太くしてその外周に多数
の耕耘爪を取付けると共に、軸端部に圃場面に転接するリング体を取付けた耕耘ローター
とを装着し、前記耕耘送り出しローターの後方に整形板を、前記耕耘ローターの後方に抵
抗棒をそれぞれ配設したことを特徴とする畦切り装置。
【請求項２】
上記耕耘送り出しローターは、細径の回転駆動軸の外周に、畦側端部の耕耘爪を畦側に突
出するように変心させた爪を含む複数の耕耘爪と、複数の土送り板とを装着したことを特
徴とする請求項１記載の畦切り装置。
【請求項３】
上記整形板は、所定幅及び高さで起立し、畦側はほぼ垂直で反対側は外側に向け傾斜して
いて土を盛り上げる形状に形成されていることを特徴とする請求項１又は２記載の畦切り
装置。
【請求項４】
上記リング体は太径の回転駆動軸に対し着脱可能であり、直径の異なるものと交換可能と
したことを特徴とする請求項１、２又は３記載の畦切り装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
本発明は、水田圃場において、畦畔造成、耕耘・代掻き作業等を行う前に、畦際の土ある
いは畦の一部及び畦際の土を耕耘して畦際に溝を形成すると共に畦と反対側の圃場内にほ
ぼ所定高さに盛り上げる作業を行う畦切り装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、水田圃場において田植え作業の前に行われる畦畔の整備作業は、ほとんどが人力に
より鍬などを用いて行われている。近年、基盤整備された大規模圃場においては、乗用ト
ラクタにセットされた畦畔造成装置（畦塗り機）により畦畔整備作業を行っているケース
もあるが、まだわずかである。土畦を人力により畦畔整備作業を行う場合は、一般に使用
されているロータリ作業装置により畦際の耕耘作業を行ってから、湛水状態で畦塗り作業
を行っているケースが多い。その際、古い土畦にはモグラなどによる貫通孔があけられて
いて漏水したり、天盤部の崩れがあって修正の必要があったりして、畦の側面をほぼ所定
深さまで露出させて畦の下部から天盤まで整形しながら泥土を塗りつけている。また、畦
の水田側側面に樹脂シートからなる畦シートを添設しているケースもある。
【０００３】
このような古い土畦の側面をほぼ所定深さまで露出させるように耕耘し、その耕耘土を外
側に盛り上げ、畦際に溝を形成するような動力畦切り装置はないのが現状である。また、
コンクリート畦においては、ロータリ作業装置により畦際の耕耘作業を行う際に、作業機
の側端部がコンクリートと接触するのを避けるために残耕ができ、この残耕部分に雑草が
生えて処理する必要がある。また、圃場面とコンクリート畦との境界部分がはっきりしな
いため、ロータリ作業装置の側端部がコンクリート畦に接触して摩耗、損傷する恐れがあ
るので、土畦の場合と同様に畦際の土を耕耘して側方にずらせて溝を形成してコンクリー
ト畦を露出させる必要があった。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上述のように、古い土畦の側面をほぼ所定深さまで露出させるように耕耘し、その耕耘土
を溝を形成して外側に盛り上げる作業、あるいはコンクリート畦を露出させるために畦際
を耕耘して側方にずらせる作業を行う適切な作業機がないところから、このような作業が
行える作業機（畦切り装置）を開発する必要があった。
本発明は、上記の課題及び問題点を解決し、特に水田圃場において、畦畔造成、耕耘・代
掻き作業等を行う前に、畦際の土壌あるいは畦の一部及び畦際の土を耕耘して畦と反対側
の圃場内にほぼ所定高さに盛り上げ、畦際に溝を形成する作業が行える畦切り装置を提供
することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するために本発明は、
Ａ．歩行型トラクタの伝動ケース下端部から左右両側に水平に突出する伝動軸に対し、畦
側の回転駆動軸の軸径を細くしてその外周に、土畦の畦際、土畦の一部及び畦際、あるい
はコンクリート畦の畦際の土壌を耕耘して軸方向に送り出し、所定高さに盛り上げる耕耘
送り出しローターと、畦と反対側の回転駆動軸の軸径を太くしてその外周に多数の耕耘爪
を取付けると共に、軸端部に圃場面に転接するリング体を取付けた耕耘ローターとを装着
し、前記耕耘送り出しローターの後方に整形板を、前記耕耘ローターの後方に抵抗棒をそ
れぞれ配設したことを特徴としている。
【０００６】
Ｂ．上記耕耘送り出しローターは、細径の回転駆動軸の外周に、畦側端部の耕耘爪を畦側
に突出するように変心させた爪を含む複数の耕耘爪と、複数の土送り板とを装着したこと
を特徴としている。
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Ｃ．上記整形板は、所定幅及び高さで起立し、畦側はほぼ垂直で反対側は外側に向け傾斜
していて土を盛り上げる形状に形成されていることを特徴としている。Ｄ．上記リング体
は太径の回転駆動軸に対し着脱可能であり、直径の異なるものと交換可能としたことを特
徴としている。
【０００７】
【作用】
上記の構成によって本発明の畦切り装置は、
▲１▼．歩行型トラクタの伝動ケース下端部から左右両側に水平に突出する伝動軸に対し
、畦側の回転駆動軸の軸径を細くしてその外周に、土畦の畦際、土畦の一部及び畦際、あ
るいはコンクリート畦の畦際の土壌を耕耘して軸方向に送り出し、所定高さに盛り上げる
耕耘送り出しローターと、畦と反対側の回転駆動軸の軸径を太くしてその外周に多数の耕
耘爪を取付けると共に、軸端部に圃場面に転接するリング体を取付けた耕耘ローターとを
装着し、前記耕耘送り出しローターの後方に整形板を、前記耕耘ローターの後方に抵抗棒
をそれぞれ配設したことで、耕耘送り出しローターにより耕耘された畦際の土壌は耕耘送
り出しローターの軸方向に送られ、整形板によって耕耘ローターにより耕耘された土壌の
上に盛り上げ、畦際に溝を形成する。耕耘送り出しローター及び整形板の作業抵抗は、耕
耘ローター、リング体及び抵抗棒の作業抵抗とバランスがとれ、歩行型トラクタの操縦性
は良好となる。そして、土畦においては盛り上げた耕耘土を畦の下部から天盤まで塗りつ
ける。また、コンクリート畦においては畦と土との境界が鮮明となって代掻き作業がやり
やすくなる。
【０００８】
▲２▼．耕耘送り出しローターは、細径の回転駆動軸の外周に、畦側端部の耕耘爪を畦側
に突出するように変心させた爪を含む複数の耕耘爪と、複数の土送り板とを装着したこと
で、耕耘爪により耕耘した土壌を土送り板により耕耘送り出しローターの軸方向に送り、
整形板によって畦際に溝を形成すると共に、耕耘ローターにより耕耘された土壌の上に盛
り上げる。コンクリート畦と接触するのは変心爪であり、回転駆動軸は接触することがな
く、変心爪が摩耗したときは交換すればよい。
▲３▼．整形板は、所定幅及び高さで起立し、畦側はほぼ垂直で反対側は外側に向け傾斜
していて土を盛り上げる形状に形成されていることで、土送り板により送られてきた耕耘
土壌を、畦際を掘り下げた状態で耕耘ローターにより耕耘された土壌の上に盛り上げ、畦
際に溝を形成する。
▲４▼．リング体は太径の回転駆動軸に対し着脱可能であり、直径の異なるものと交換可
能としたことで、畦が土畦の場合とコンクリート畦の場合で、直径の異なるリング体に付
け替えることにより、適切な作業が行える。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施の形態を添付の図面を参照して具体的に説明する。
図１ないし図４において、符号１は歩行型トラクタで、機体２の上側にエンジン３を搭載
し、機体２から後方斜め上方に向け操縦ハンドル４を設けている。機体２の幅方向中央部
から下方に伝動ケース５が突設され、この伝動ケース５の下端部から水平方向左右両側に
図示しない伝動軸が突出しており、該左右の伝動軸に対して、畦側に耕耘送り出しロータ
ー６、畦と反対側に耕耘ローター７を装着している。
【００１０】
耕耘送り出しローター６は、前記伝動軸に装着される回転駆動軸８の軸径を細くし、その
外周に複数（この実施例では４本）の耕耘爪９と、複数（この実施例では２枚）の土送り
板１０とを装着している。耕耘爪９のうち回転駆動軸８の畦側端部のものは、回転駆動軸
８の軸端より畦側に突出するように変心している。土送り板１０は螺旋状に弯曲した板体
を耕耘爪の峰縁部に溶着したもので、畦に近いものが他方のものより幅が広く、長さも長
くなっている。そして、耕耘送り出しローター６は、畦際あるいは畦の一部及び畦際の土
壌を耕耘して軸方向に送り出し、所定高さに盛り上げる作業をする。
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【００１１】
耕耘ローター７は、畦と反対側の回転駆動軸１１を六角筒軸にして前記回転駆動軸８より
軸径をはるかに太くし、その外周に多数（この実施例では６本）の耕耘爪１２を取付ける
と共に、軸端部に圃場面に転接するリング体１３を取付けている。リング体１３は太径の
回転駆動軸１１に対し着脱可能であり、直径の大きいリング体１３ａと交換可能である。
この実施例では、リング体１３の直径が３２０ｍｍφ、リング体１３ａの直径が４００ｍ
ｍφであるが、畦が土畦の場合はリング体１３ａを装着して用い、畦がコンクリート畦の
場合にはリング体１３を装着して用いる。
【００１２】
前記耕耘送り出しローター６及び耕耘ローター７の後方には、機体２に取付け部１４ａを
介して取り付けられ、水平方向に延びる支持杆１４に対して、耕耘送り出しローター６の
後方に位置して整形板１５を、耕耘ローター７の後方に位置して抵抗棒１７をそれぞれ配
設している。整形板１５及び抵抗棒１７は、支持杆１４に対して左右方向にスライド，固
定可能であり、また、上下の作用深さも調節可能である。
【００１３】
整形板１５は、所定幅及び高さで起立している前面起立部１５ａと、畦側にほぼ垂直面で
形成される畦側側面部１５ｂと、畦側側面部１５ｂの反対側において外側に向け傾斜して
いて土を盛り上げるように周知の培土板状に形成されている土盛り上げ部１５ｃと、前面
起立部１５ａと畦側側面部１５ｂの角部の摩耗を防止するための着脱可能の摩耗防止部材
１５ｄと、により構成されている。また、土盛り上げ部１５ｃの後端部には、土盛り上げ
部１５ｃによる土の盛り上げ作用を助長するゴム羽根板１６が着脱可能に設けられている
。
【００１４】
次に、上記のように構成された畦切り装置の動作について説明する。
畦切り装置を装着した歩行型トラクタ１を、田植え作業の前に畦畔の整備作業を行う水田
圃場に導入し、耕耘送り出しローター６及び耕耘ローター７を回転駆動すると共に歩行型
トラクタ１を前進させ、耕耘送り出しローター６の外側端部を整備する畦に沿わせるよう
にして畦切り作業を行う。耕耘送り出しローター６では、畦際の土壌を耕耘爪９及び土送
り板１０により比較的深く耕耘し、耕耘した土壌を土送り板１０により回転駆動軸８の軸
方向に送り出して溝を形成し、整形板１５により、耕耘ローター７によって所定深さに耕
耘された土壌の上に所定高さに盛り上げる。
【００１５】
整形板１５は、畦側側面部１５ｂを畦に沿わせ、前面起立部１５ａにより耕耘送り出しロ
ーター６によって耕耘された土を前側に押し出し、耕耘送り出しローター６によって回転
駆動軸８の軸方向に送り出して溝を形成すると共に、土盛り上げ部１５ｃ及びゴム羽根板
１６により、耕耘ローター７によって耕耘された土壌の上に所定高さに盛り上げる。所定
深さの耕耘作業を行う耕耘ローター７の後方では抵抗棒１７が接地しており、整形板１５
の作業抵抗とバランスを保っている。また、耕耘送り出しローター６と耕耘ローター７の
作業抵抗もほぼバランスがとれている。このため、操縦ハンドル４を持って作業を行う作
業者は安定した作業を実施することができる。
【００１６】
本発明の畦切り装置による作業跡の断面を、図５に示す。（ａ）は土畦Ａの場合、（ｂ）
はコンクリート畦Ｂの場合、（ｃ）は一部を耕耘した土畦Ｃの場合である。土畦Ａの場合
は、耕耘ローター７に装着されるリング体を大径の１３ａとし、機体を少し畦側に傾斜さ
せた状態で作業をする。耕耘送り出しローター６によって耕耘された土壌は、前面起立部
１５ａにより前側に押し出されて溝Ｄを形成し、耕耘送り出しローター６によって回転駆
動軸８の軸方向に送られ、土盛り上げ部１５ｃ及びゴム羽根板１６により、耕耘ローター
７によって耕耘された土壌Ｅの上に所定高さに耕耘盛り上げ土Ｆとして盛り上げられる。
この耕耘盛り上げ土Ｆを、鍬などを用いて土畦Ａの傾斜面にその下方から天盤部まで泥土
状態で塗りつけて修復し、新しい畦を完成させる。また、畦シートを埋設するときは、溝
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Ｄ部分ににシートの下部を位置させ、耕耘盛り上げ土Ｆにより埋設する。その後代掻き作
業を行い溝Ｄ及び耕耘盛り上げ土Ｆを均平にし、田植え作業を行う。
【００１７】
コンクリート畦Ｂの場合は、耕耘ローター７に装着されるリング体を小径の１３とし、機
体をほぼ水平にした状態で作業を行う。耕耘送り出しローター６はコンクリート畦ぎりぎ
りまで耕耘するが、コンクリート畦と接触するのは変心爪であり、回転駆動軸はコンクリ
ート畦に接触することがなく、耕耘抵抗を大きくしたり摩耗、損傷させることもなく、変
心爪が摩耗したときは交換すればよい。前面起立部１５ａ及び耕耘送り出しローター６に
より形成される溝Ｄは、コンクリート畦Ｂ際がやや深くなってコンクリート畦Ｂと土壌と
の境界がより鮮明となり、その後に行われる代掻き作業の際に代掻き装置の側端部がコン
クリート畦Ｂと接触して損傷するのを防止できる。一部を耕耘した土畦Ｃの場合は、土畦
Ａの場合とほぼ同様であり、耕耘盛り上げ土Ｆの量が土畦Ａの場合よりやや多くなる他は
、変わることがない。
【００１８】
【発明の効果】
以上説明したように本発明の畦切り装置によれば、請求項１～４の構成を有することによ
り、以下の作用効果を奏することができる。
▲１▼．歩行型トラクタの伝動ケース下端部から左右両側に水平に突出する伝動軸に対し
、畦側の回転駆動軸の軸径を細くしてその外周に、土畦の畦際、土畦の一部及び畦際、あ
るいはコンクリート畦の畦際の土壌を耕耘して軸方向に送り出し、所定高さに盛り上げる
耕耘送り出しローターと、畦と反対側の回転駆動軸の軸径を太くしてその外周に多数の耕
耘爪を取付けると共に、軸端部に圃場面に転接するリング体を取付けた耕耘ローターとを
装着し、前記耕耘送り出しローターの後方に整形板を、前記耕耘ローターの後方に抵抗棒
をそれぞれ配設したので、耕耘送り出しローターにより耕耘された畦際の土壌を耕耘送り
出しローターの軸方向に送り出し溝を形成すると共に、整形板によって耕耘ローターによ
り耕耘された土壌の上に盛り上げることができる。耕耘送り出しローター及び整形板の作
業抵抗は、耕耘ローター、リング体及び抵抗棒の作業抵抗とバランスがとれており、歩行
型トラクタの操縦性を良好にすることができる。そして、土畦においては盛り上げた耕耘
土を用いて畦の下部から天盤まで塗りつけ、水漏れのない良好な畦を仕上げることができ
る。また、コンクリート畦においては畦と土との境界が鮮明となって、ロータリ作業装置
の側端部を畦に接触することなく安全な代掻き作業を行うことができる。
【００１９】
▲２▼．耕耘送り出しローターは、細径の回転駆動軸の外周に、畦側端部の耕耘爪を畦側
に突出するように変心させた爪を含む複数の耕耘爪と、複数の土送り板とを装着したので
、耕耘爪により耕耘した土壌を土送り板により耕耘送り出しローターの軸方向に送り出し
て溝を形成し、整形板によって耕耘ローターにより耕耘された土壌の上に盛り上げること
ができる。また、コンクリート畦と接触するのは変心爪であり、回転駆動軸は接触するこ
とがなく、変心爪が摩耗したときは交換すればよい。
▲３▼．整形板は、所定幅及び高さで起立し、畦側はほぼ垂直で反対側は外側に向け傾斜
していて土を盛り上げる形状に形成されているので、土送り板により送られてきた耕耘土
壌を、畦際を掘り下げた状態で耕耘ローターにより耕耘された土壌の上に盛り上げること
ができる。
▲４▼．リング体は太径の回転駆動軸に対し着脱可能であり、直径の異なるものと交換可
能としたので、畦が土畦の場合とコンクリート畦の場合によって、直径の異なるリング体
に付け替えることにより、適切な作業が行え、機体操縦性を良好にすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による畦切り装置を歩行型トラクタに装着した状態の斜め前方からの斜視
図である。
【図２】畦切り装置の分解斜視図である。
【図３】畦切り装置の分解正面図である。
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【図４】整形板及び抵抗棒の背面図である。
【図５】畦切り装置による作業跡の断面図で、（ａ）は土畦の場合、（ｂ）はコンクリー
ト畦の場合、（ｃ）は土畦の一部を耕耘した場合、をそれぞれ示す。
【符号の説明】
１　歩行型トラクタ
２　機体
３　エンジン
４　操縦ハンドル
５　伝動ケース
６　耕耘送り出しローター
７　耕耘ローター
８　細径の回転駆動軸
９、１２　耕耘爪
１０　土送り板
１１　太径の回転駆動軸（六角筒軸）
１３　リング体　１３ａ　直径の大きいリング体
１４　支持杆　１４ａ　取付け部
１５　整形板　１５ａ　前面起立部　１５ｂ　畦側側面部　１５ｃ　土盛り上げ部　１５
ｄ　摩耗防止部材
１６　ゴム羽根板
１７　抵抗棒
Ａ　土畦
Ｂ　コンクリート畦
Ｃ　一部を耕耘した土畦
Ｄ　溝
Ｅ　耕耘土
Ｆ　耕耘盛り上げ土
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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